
 

 

 

 

 

いよいよ師走 本年もお世話になりました 

例年よりも木々の色づきが遅れていましたが、ようやく西深井の森の銀杏の木が黄色く染まりはじめま

した。秋の穏やかな日差しをあびながら、業間休みや昼休みに本校自慢の森で遊ぶ子ども達を見ている

と幸せな気持ちになります。 

令和６年もあと１ヶ月となりました。残暑で始まった２学期、友だちと関りを深める体験活動が多くありま

した。特に１１月には、西フェスやあつまれ西深井の森（敬老会）など保護者や地域の方々に学校へお越し

いただく機会が多くありました。また、本日１１月２９日は持久走記録

会がありました。今年度から、西門から出て、学校を周回するコース

に変更したことで、秋晴れの中で子ども達の高揚感が高まり、心地よ

い笑顔いっぱいの記録会になりました。記録会ですので、子ども達に

は、それぞれの目標があります。完走をめざす、去年よりタイムや順

位をあげる・・・。順位だけにこだわれば、思い通りになることより、思

いが叶わないことの方が多いのかもしれません。子ども達が生涯に

わたってスポーツを楽しめるように、私達大人の声かけや関わりはと

ても大切です。日頃の練習から「自己ベスト達成したね！」「頑張って

いるね。」「走りきったね。」「いい汗かいたね。」など、次につながる励ましを行ってきました。当日、ボラン

ティアでコースの安全指導に立って頂いた保護者、地域の皆様、ご協力ありがとうございました。 

さて、年末になると年末年始の休みを利用して海外へ旅行するニュースが

流れます。私も、いつか海外でのんびりと正月を迎えたいなぁと思いつつ、まだ

実現には至っていません。でも、一度は行ってみたい場所の一つにスペインが

あります。あの有名なサグラダ・ファミリア教会を実際に見てみたいのです。建

築家のアントニ・ガウディが、この壮大な教会を設計しましたが、４分の１ほど完

成した頃に世を去りました。未完成の建築は、その後も残された人によって進

められ、２０２１年には、建設予定の半分の９棟の聖母マリアの塔が完成しまし

た。そして今では、最も高いイエス・キリストの塔の建築が始まっています。 

ところが、ガウディは塔の詳細な設計図を残していなかったので、後生の人

たちが、ガウディの思想や願いに思いをめぐらせて建設しています。そこで、イ

エス・キリストの塔の色付けには、グラデーションを使うことにしたそうです。それは、ガウディが残した「境

目があることを悲しいと思った」という言葉を解釈したからです。 

スペインでは 内戦や独立等の争いがあり、思想や民族、地域等で国が分断される危機が何度もあり

ました。白か黒か、右か左か、賛成か反対かと２分すると、しばしば対立が生まれます。ガウディはこれを

嘆いたのです。中間や、どちらにも賛成といった立ち位置は、人間の知恵として昔から使われていました。 

自然界でも同じです。例えば、宇宙は地上 100km からと言われていますが、

99km でもほぼ無重力ですし、101km でも大気はわずかに存在します。地上から

離れるにしたがって大気は少しずつ薄くなり、いつの間にかなくなるのです。「このライ

ンから上が宇宙で下が大気圏」という 境目（ライン）が明確にあるわけではありませ

ん。まさにグラデーションです。海と陸の境も明確ではありません。浜辺に波が寄せて

きて、一瞬海になる部分も波が引けば陸になります。このように海でも陸でもない部分を渚（なぎ）と言い

ます。また、３年生の理科の学習で、電気を通す物と通さない物を調べる学習がありますが、導体、絶縁

体の他に、一定の条件で電流が流れる半導体が存在します。境目をつくり二極化することには無理がで

てきます。曖昧な渚では、生き物たちの活動が活発になりますし、半導体は、今の世の中になくてはならな
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いものです。二極化できない「曖昧な部分」こそが、貴重で多くの恵みをもたらしているように思います。 

最近の世界情勢は「分断の社会」と言われることがあります。ガウディは１００年以上も前に危惧してい

たのでしょうか。時として人は、好き、嫌いの二択で判断したり、Yes か No で回答を迫ったりしてしまう

ことがあります。特に自己主張がうまくできない子供たちを〇か×で、みてはいないだろうか心配になるこ

とがあります。ある面は優れていて、別の面には課題があるのが人間です。時には境目をなくして考える

ことが、心豊かな平和な社会につながるような気がします。   どうか、新年は、世界の争いが収束し、平

和に向かうように願うばかりです。 

多くの学びを得て、成長した２学期も、まもなくおわります。今年もあと１ヶ月となりまし

た。新しい年を迎えるにあたり、今年のふり返りもしながら頑張ったことを認め、新たな意

欲につなげていきます。本年も西深井小学校を見守り、学校運営にご理解ご協力をいた

だき支えていただいた地域の方々、保護者の皆様、ありがとうございました。 
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〇焼き芋集会について 

 ５日（木）に１，２、３年生が収穫した芋を使って、焼き芋集会が行われます。焼き芋を焼いてみんなで食

べる予定です。焼き芋が熱いので、軍手を持たせてください。よろしくお願いします。 

〇年度末、年度初めに転出（転校）について 

 家庭の事情で、引っ越しなどの予定がある場合には、早めに担任までお知らせください。（年度始めに、

転出調査を行います。） 

 

 

〇西深井小フェスティバル～１１/９ 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 𡈽 

１ ２ 

全校朝会 

委員会活動 

３ 

持久走記録会 

予備日 

４ 

進度調整日① 

５ 

進度調整日② 

焼き芋集会 

６ 

進度調整日③ 

７ 

８ ９ 
クラブ活動④ 

１０ 
個人面談① 
東深井中部活見学 

１１ 
個人面談② 
特別支援交流会 
東深井中学校 

１２ 
個人面談③ 

１３ 
個人面談④ 

１４ 

１５ １６ 
個人面談⑤ 

１７ １８ １９ 
給食終了 
SC森先生 

２０ 
短縮３時間 
お掃除手伝い隊 

２１ 

２２ ２３ 
短縮３時間 
終業式 

２４ 
冬季休業 

２５ ２６ ２７ 
機械警備 

２８ 

２９ ３０ ３１ １ ２ ３ ４ 

行事予定 


